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動機―浮遊電位の径構造は何を意味するか

　JFT-2Mにおける高速駆動プローブの実験では、トリプルプローブ
法に基づくプラズマ空間電位の直接測定は成功していない。実験デー
タは３つの電極が同じ位置にあると仮定できないことを示している。

　しかし、浮遊電位のデータからは興味深い径方向の構造が観測され
ている。

　そこで、浮遊電位について様々な視点から考察を行い、プラズマの
小半径方向の構造と結びつけるための研究を行なった。



測定器の説明―高速駆動プローブ
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　左図は、平衡配位とプローブの
設置位置、下図はプラズマ電流の
時間発展とプローブの動作を示し
ている。
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過去の実験で得られた浮遊電位の特徴

　プローブをプラズマ中に入れていくと、ある
ところで浮遊電位が急激に負に転じる。この位
置では、浮遊電位の揺動の周波数帯域が広がり、
また異なる電極での相関が小さくなる。

上から、相関の減少、位相のずれ、
パワーの周波数幅の広がり

この場所は何を意味するのだろうか。





プローブの各電極が同一磁気面にない可能性

プローブ進入線

　一般に、プローブがプラズマ内部に進むにつれて、2種の電極は同一磁気面に
あるという仮定からずれていくことが考えられる。

　SN94837(LSN)、760msの平衡配位と
プローブの進入線

　プローブ電極（灰色）と、平衡
配位から求めた磁気面の傾き。青
と赤は左図の丸で囲まれた位置に
対応する。



　磁気面量のSOLとedge plasmaの違いがプローブの
浮遊電位計測へどのように反映するか
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　SOLでは磁力線が閉じていないため、等磁気面と等電位面が一致している
とは限らない。
　LCFSの内部では、等磁気面では磁力線が閉じているので、0次の近似では
スカラポテンシャルは磁気面量と考えられる。

　電極BとDが同じ磁気面になければ、その浮遊電位差は

SOLでは

edge plasmaでは

ないし
� � � � 磁気面と電極面の傾きの極性で異なる
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H-mode遷移時間の相違における浮遊電位の変化

　Daでは判別しにくいが、SXR
の観測では遷移時間が微妙に異
なる。

　なお、平衡計算との比較では、
770msec以降はプローブとプラ
ズマの相対距離は変化していな
い。










